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日
曜
日
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

で
電
話
番
を
し
た
。
な
ん
の

行
事
も
な
い
静
か
な
午
前
中

が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
。
梅
雨

空
か
ら
ぽ
つ
り
ぽ
つ
り
と
雨

粒
が
落
ち
て
く
る
が
、
田
植

え
は
ま
だ
こ
れ
か
ら
。
水
ま

ち
の
田
園
風
景
が
広
が
る
▼

平
井
卓
也
デ
ジ
タ
ル
担
当
大

臣
が
、
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

向
け
の
国
の
事
業
費
削
減
を
め
ぐ
っ
て
請
負

先
の
企
業
を｢

脅
し
て
お
い
た
方
が
よ
い
」

「
徹
底
的
に
干
す
」
な
ど
と
指
示
し
て
い
た

と
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
請
負
先
と
い
え
ば
仕

事
を
引
き
受
け
て
い
た
だ
く
相
手
で
は
な
い

か
。
こ
ん
な
上
か
ら
目
線
の
も
の
い
い
に
自

民
党
の
姿
が
浮
き
彫
り
な
る
▼｢

全
市
民
に

10
万
円
支
給｣

４
月
の
選
挙
で
当
選
し
た
丸

亀
市
長
の
選
挙
公
約
だ
。
そ
の
後
市
議
会
で

｢

３
万
円
」
に
値
引
き
さ
れ
、
財
源
を
は
ど
う

す
る
、
が
議
論
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
自

民
党
、
「
有
権
者
を
何
様
と
思
っ
て
い
る
の

か
」
と
い
い
た
く
な
る
▼
選
挙
と
お
金
の
あ

や
し
さ
は
広
島
、
河
井
案
里
元
参
院
議
員
の

事
件
に
な
ま
な
ま
し
い
。
お
金
の
大
小
が
あ
っ

た
り
、
見
せ
金
か
実
際
に
動
か
し
た
の
か
場

面
場
面
の
い
や
ら
し
さ
は
違
っ
て
い
て
も
、

見
逃
せ
る
も
の
で
は
な
い
▼
秋
ま
で
に
は
確

実
に
あ
る
総
選
挙
。
金
で
民
意
を
動
か
そ
う

と
す
る
輩
に
目
を
光
ら
せ
て
、
ど
ん
な
手
口

で
だ
ま
そ
う
と
し
て
き
て
も
そ
の
手
は
ゆ
る

さ
な
い
。
あ
な
た
の
、
そ
し
て
私
の
１
票
で

「
政
治
を
動
か
そ
う
」
。

日
本
共
産
党
香
川
県
委
員
会
は

６
日
、
山
下
芳
生
副
委
員
長
を
弁

士
に
オ
ン
ラ
イ
ン
演
説
会
を
開
き

ま
し
た
。
県
内
各
地
で
視
聴
会
場

が
少
人
数
単
位
で
設
け
ら
れ
、
視

聴
後
に
思
い
を
語
り
合
い
ま
し
た
。

山
下
氏
は
、
四
国
選
出
の
衆
院

議
員
に
女
性
が
一
人
も
い
な
い
こ

と
、
党
派
を
超
え
総
選
挙
に
向
け
、

党
の
白
川
よ
う
子
衆
院
四
国
ブ
ロ
ッ

ク
比
例
候
補
を
押
し
上
げ
よ
う
と

尽
力
し
て
い
る
と
し
て
「
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
の
実
現
の
た
め
に
四
国

か
ら
女
性
の
衆
院
議
員
を
誕
生
さ

せ
よ
う
。
四
国
か
ら
野
党

連
合
政
権
の
の
ろ
し
を
上

げ
よ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
コ
ロ
ナ
禍
で
高

齢
者
医
者
医
療
費
２
倍
化

法
な
ど
を
強
行
し
、
東
京

五
輪
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

の
開
催
に
固
執
す
る
菅
政

権
に
対
し
、
「
市
民
と
野

党
が
ス
ク
ラ
ム
を
組
め
ば

政
治
を
動
か
せ
る
」
と
力

説
。
市
民
と
野
党
の
共
闘

の
前
進
に
は
世
論
と
運
動

の
発
展
と
と
も
に
「
共
産

党
自
身
が
躍
進
の
勢
い

を
つ
け
る
こ
と
が
何
よ

り
も
大
事
だ
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

そ
の
う
え
で
「
四
国

４
県
で
は
５
年
前
の
参

院
選
以
来
共
闘
が
前
進

し
、

16
年
に
は
田
辺

健
一
氏
が
統
一
候
補
と

し
て
、
ま
た
高
知
や
愛

媛
で
も
野
党
共
闘
が
発

展
し
て
い
る
。
四
国
は

共
闘
の
先
進
地
だ
」
と

訴
え
る
い
っ
ぽ
う
、
「
伊
方
原
発

の
再
稼
働
、
米
軍
機
の
低
空
飛
行
、

農
林
漁
業
の
問
題
な
ど
自
公
政
権

の
も
と
で
の
国
民
の
困
難
、
苦
難

も
た
く
さ
ん
あ
る
。
政
治
を
変
え

た
い
と
い
う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
パ
ン

パ
ン
に
膨
ら
ん
で
い
る
の
も
四
国

だ
」
と
指
摘
し
、
総
選
挙
で
の
野

党
共
闘
の
勝
利
と
党
躍
進
を
訴
え

ま
し
た
。

医
療
現
場
出
身
で
県
議
を
４
期

務
め
た
白
川
候
補
は
「
皆
さ
ん
と

力
を
合
わ
せ
て
か
な
ら
ず
四
国
の

議
席
奪
還
へ
」
と
表
明
。
尾
崎
淳

一
郎
衆
院
３
区
候
補
は
「
５
期

18
年
の
丸
亀
市
議
の
経
験
を
活

か
し
国
政
に
届
け
る
」
と
語
り
ま

し
た
。

木
太
町
で
は
樫
昭
二
県
議
は
じ

め
党
員
ら
が
視
聴
。
そ
の
あ
と
思

い
を
出
し
合
い

ま
し
た
。
樫
氏

は
「
都
議
選
が

あ
り
、
そ
の
後

に
は
総
選
挙
。

後
援
会
訪
問
が

大
切
だ
が
ま
だ

ま
だ
不
十
分
。

有
権
者
の
顔
を

見
る
こ
と
が
大

切
で
す
。
地
域

に
入
り
対
話
、

拡
大
し
て
い
る
」

と
語
り
ま
し
た
。

参
加
者
か
ら
は
「
い
ま
、
悪
法

が
次
々
強
行
さ
れ
て
い
る
。
腹
に

据
え
か
ね
て
い
る
。
し
か
し
全
国

で
３
つ
の
野
党
共
闘
勝
利
は
励
み

に
な
る
」
「
総
選
挙
勝
利
の
た
め

に
都
議
選
も
頑
張
る
」
「
週
に
一

度
の
街
頭
宣
伝
は
私
た
ち
の
活
動

を
知
ら
す
役
割
、
広
げ
る
役
割
が

あ
る
。
頑
張
ろ
う
」
な
ど
思
い
が

出
ま
し
た
。

あ
の
感
動
を
も
う
一
度

６
・
６
山
下
よ
し
き
・
白
川
よ

う
子
オ
ン

ラ
イ
ン
演

説
会
はY

o

u
T
u
b
e

で

い
つ
で
も

ご
覧
い
た

だ
け
ま
す
。

山
下･

白
川
オ
ン
ラ
イ
ン

演
説
会

思
い
を
語
り
合
う

性
暴
力
を
許
さ
な
い
フ
ラ

ワ
ー
デ
モ
が
12
日
、
高
松
市

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
手
作
り
の
花
や
性

暴
力
を
許
さ
な
い
プ
ラ
カ
ー

ド
を
手
に
ス
タ
ン
デ
ィ
ン

グ
し
ま
し
た
。
日
本
共
産

党
の
白
川
よ
う
子
衆
院
四

国
ブ
ロ
ッ
ク
比
例
候
補
、

藤
沢
や
よ
い
市
議
、
秋
山

時
貞
県
議
が
参
加
し
、
性

暴
力
を
許
さ
な
い
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
の
社
会
を
つ

く
る
思
い
を
新
た
に
し
ま

し
た
。
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前
号
で
、
「
デ
ジ
タ
ル
改
革

関
連
法
案
」
は
、
審
議
中
と
書

き
ま
し
た
が
、
あ
っ
と
い
う
間

に
５
月

12
日
に
成
立
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

「
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基
本

法
」
の
基
本
理
念
に
は
、
「
高

度
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

利
用
及
び
情
報
通
信
技
術
を
用

い
た
情
報
の
活
用
に
よ
り
、
経

済
活
動
の
促
進
、
…
…
事
業
の

高
度
化
及
び
生
産
性
の
向
上
、

多
様
な
事
業
の
創
出
」
「
経
済

構
造
改
革
の
推
進
及
び
産
業
の

国
際
競
争
力
の
強
化
に
寄
与
す

る
」
と
あ
り
ま
す
。
個
人
情
報

の
活
用
に
よ
る
経
済
活
動
の
推

進
や
産
業
の
国
際
競
争
力
の
強

化
で
、
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
を
使
っ

た
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
展
開
を
め

ざ
す
財
界
、
大
企
業
の
要
求
を

受
け
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

こ
の
法
案
の
最
大
の
問
題
点
は
、

自
分
に
関
す
る
情
報
を
自
分
自

身
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
「
自

己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
」
と

い
う
考
え
方
が
な
い
と
い
う
こ

と
で
す
。

４
月
２
日
の
内
閣
委
員
会
で
、

森
山
浩
行
議
員
（
立
憲
民
主
）

は
「
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
の
個
人
情
報
保
護
法
の
目
的

規
定
へ
の
明
示
」
が
必
要
、
塩

川
鉄
也
議
員
（
共
産
）
は
「
今

求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
情
報

の
自
己
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
権
を
保

障
す
る
仕
組
み
で
す
」
と
指
摘

し
ま
し
た
が
、
法
に
盛
り
込
ま

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。４

月

14
日
の
参
院
本
会
議

で
、
田
村
智
子
議
員
（
共
産
）

が
個
人
情
報
保
護
の
欠
落
に
つ

い
て
た
だ
し
ま
し
た
。
「
政
府

は
、
個
人
情
報
の
匿
名
加
工
を

民
間
事
業
者
が
行
う
こ
と
を
認

め
、
本
人
同
意
の
な
い
民
間
へ

の
提
供
が
促
進
さ
れ
て
い
ま
す
」

と
し
て
、
個
人
情
報
フ
ァ
イ
ル

を
非
識
別
加
工
し
て
、
民
間
に

利
活
用
を
売
り
込
ん
で
い
る
問

題
事
例
を
示
し
ま
し
た
。

「
『
横
田
基
地
夜
間
（
飛
行
）

差
し
止
め
等
請
求
事
件
フ
ァ
イ

ル
（
訴
訟
原
告
名
簿
）
』
が
あ

り
ま
す
。
国
の
情
報
集
約
が
国

民
監
視
、
市
民
活
動
の
萎
縮
に

つ
な
が
る
重
大
な
事
案
で
す
」

「
住
宅
金
融
支
援
機
構
が
非
識

別
加
工
し
た
約
１
１
８
万
人
分

の
個
人
情
報
を
住
信
Ｓ
Ｂ
Ｉ
ネ
ッ

ト
銀
行
に
提
供
し
て
い
ま
し
た
。

内
容
は
、
融
資
申
し
込
み
金
額
、

前
年
年
収
、
家
族
構
成
な
ど
で

す
。
住
宅
資
金
を
借
り
入
れ
る

目
的
で
提
供
さ
れ
た
個
人
情
報

で
あ
り
、
第
三
者
へ
の
提
供
に

同
意
す
る
は
ず
の
な
い
情
報
で

す
」
「
本
人
の
同
意
の
な
い
利

活
用
促
進
は
、
個
人
情
報
や
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
権
の
保
護
を
大
き

く
後
退
さ
せ
」
る
と
指
摘
し
ま

し
た
。

い
ま
、
国
家
や
企
業
な
ど
に

無
数
の
個
人
に
関
す
る
情
報
が

集
積
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
人
の

知
ら
な
い
と
こ
ろ
で
や
り
と
り

さ
れ
た
個
人
情
報
が
、
本
人
に

不
利
益
な
使
い
方
を
さ
れ
る
お

そ
れ
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

ど
ん
な
自
己
情
報
が
集
め
ら
れ

て
い
る
か
を
知
り
、
不
当
に
使

わ
れ
な
い
よ
う
関
与
す
る
権
利

が
、
自
己
情
報
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
と
し
て
考
え
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

１
９
８
０
年
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

（
経
済
協
力

開
発
機
構
）

理

事

会

は

「
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
保
護
と

個
人
デ
ー
タ

の
国
際
流
通

に
つ
い
て
の

ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
関
す
る

理
事
会
勧
告
」

を
採
択
し
ま

し
た
。
こ
の
勧
告
の
付
属
文
書

の
ひ
と
つ
で
「
国
内
適
用
に
お

け
る
基
本
原
則
」
と
し
て
、

（
１
）
収
集
制
限
（
２
）
情

報
内
容
（
３
）
目
的
明
確
化

（
４
）
利
用
制
限
（
５
）
安
全

保
護
（
６
）
公
開
（
７
）
個
人

参
加
（
８
）
責
任
―
か
ら
な
る

８
つ
の
原
則
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

具
体
的
に
は
、
個
人
情
報
の

収
集
は
制
限
や
本
人
の
同
意
が

必
要
で
す
（
収
集
制
限
の
原
則
）
。

速
や
か
に
目
的
を
明
確
化
し

（
目
的
明
確
化
の
原
則
）
、
目

的
外
に
使
用
で
き
ま
せ
ん
（
利

用
制
限
の
原
則
）
。

個
人
情
報
を
何
に
使
い
、
だ

れ
が
管
理
す
る
か
が
わ
か
る
よ

う
に
す
べ
き
（
公
開
の
原
則
）
。

情
報
管
理
者
に
、
自
己
の
情
報

の
有
無
確
認
や
、
内
容
開
示
、

消
去
、
修
正
な
ど
を
求
め
る
権

利
を
も
ち
ま
す
（
個
人
参
加
の

原
則
）
。
情
報
管
理
者
は
こ
れ

ら
の
実
施
に
責
任
を
負
い
ま
す

（
責
任
の
原
則
）
。「

自
己
情
報

コ
ン
ト
ロ
ー
ル

権
」
と
い
う
考

え
方
を
広
め
て

い
き
、
速
や
か

に
法
改
正
を
行

い
、
こ
の
権
利

を
明
文
化
さ
せ

る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

善
通
寺
診
療
所

所
長

藤
原

高
明

香川県 時短要請を14日で終了

病床は引き続き逼迫

香川県は飲食店を対象に行っている時短要請

を１４日で終了されました。時短要請は約1か月

半ぶりに解除されました。医療体制はひっ迫し

ており、「医療逼迫警戒警報」は２０日まで継

続します。

新規感染者は一けた台が続き始めましたが、

土日を挟んで１４日にも１人の死亡が確認され

るなど死亡者も報告されています。病床使用率

は約１８パーセントでステージ３（20％以上）

に近い水準です。

誓
い
新
た
に
フ
ラ
ワ
ー
デ
モ


